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『
贈
与
の
歴
史
学

－
儀
礼
と
経
済
の
あ
い
だ
一
』

　
本
書
は
、
中
世
に
お
け
る
贈
与
に
つ
い
て
長
年

考
察
を
す
す
め
て
き
た
、
著
者
の
研
究
の
集
大
成

で
あ
る
。
日
本
の
中
世
の
贈
与
慣
行
、
特
に
一
五

世
紀
の
そ
れ
は
世
界
史
上
も
類
を
み
な
い
ほ
ど
の

功
利
性
を
帯
び
て
い
た
。
本
書
で
は
そ
の
よ
う
な

中
世
の
贈
与
の
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
よ
う
が
豊
富
な

実
例
と
と
も
に
示
さ
れ
、
さ
ら
に
有
徳
思
想
、
徳

政
一
揆
、
中
世
の
借
用
経
済
、
雇
用
関
係
の
物
権

化
、
「
御
物
」
の
経
済
な
ど
、
著
者
の
広
範
な
中

世
史
の
研
究
成
果
が
惜
し
み
な
く
披
露
さ
れ
て
い

る
。　

構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
「
贈
与

か
ら
税
へ
扁
で
、
贈
与
習
慣
が
税
に
転
化
し
た
事

例
か
ら
、
申
世
で
は
神
仏
へ
の
贈
与
と
い
う
要
素

が
後
退
し
て
い
る
さ
ま
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
第

二
章
門
贈
与
の
強
制
力
嚥
で
、
贈
与
の
習
慣
が
恒

例
化
を
通
じ
て
義
務
化
し
て
い
く
様
子
が
示
さ
れ

る
。
そ
し
て
贈
与
の
義
務
化
を
ひ
と
び
と
に
強
制

あ
る
い
は
正
当
化
し
た
論
理
や
力
と
し
て
、
「
定

役
扁
「
相
当
」
「
例
」
と
い
っ
た
中
世
独
特
の
秩
序

感
覚
が
、
贈
与
者
と
受
贈
者
の
外
部
に
あ
っ
て
両

者
の
関
係
を
律
し
て
い
た
、
広
義
の
「
法
」
と
い

う
べ
き
存
在
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ

れ
る
。

　
続
い
て
第
三
章
「
贈
与
と
経
済
扁
で
は
、
功
利

性
の
点
で
市
場
経
済
に
限
り
な
く
近
づ
い
た
、
一

五
世
紀
の
贈
与
経
済
の
様
相
が
語
ら
れ
る
。
贈
答

品
が
容
易
に
売
却
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
贈
答
品
を

扱
う
市
場
が
存
在
し
た
こ
と
、
そ
れ
ら
を
前
提
に

贈
答
品
を
あ
て
に
し
た
貿
易
・
財
政
運
営
が
行
わ

れ
た
こ
と
、
そ
し
て
贈
与
経
済
の
極
北
と
し
て
、

現
金
そ
の
も
の
の
贈
答
手
段
で
あ
る
折
紙
銭
が
、

不
特
定
多
数
の
問
を
手
形
と
し
て
流
通
す
る
さ
ま

が
示
さ
れ
る
。
本
来
、
特
定
の
贈
り
手
と
受
取
り

手
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
に
よ
っ
て
成
立
す
る
は

ず
の
贈
与
が
、
容
易
に
物
権
化
し
て
不
特
定
な
関

係
同
士
の
や
り
と
り
に
転
化
し
て
し
ま
う
こ
れ
ら

の
現
象
を
、
著
者
は
「
人
間
関
係
の
『
物
心
舳
」

と
呼
ん
で
中
世
の
特
質
を
見
出
す
。

　
そ
し
て
第
四
章
「
儀
礼
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
で

は
、
贈
答
を
含
め
た
儀
礼
全
般
を
通
じ
て
、
儀
礼

社
会
と
い
う
べ
き
、
中
世
後
期
の
臼
本
社
会
の
特

質
が
示
さ
れ
る
。
当
時
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
「
世

間
の
人
び
と
に
観
劇
さ
せ
る
」
と
い
う
演
劇
性
・

劇
場
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
よ
う

な
演
劇
的
な
行
動
が
必
ず
し
も
世
間
に
喧
伝
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
と
、
他
に
入
目
の
な
い
場

で
の
将
軍
な
ど
の
貴
顕
の
儀
礼
的
な
行
動
の
例
と

が
示
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
演
劇
的

な
儀
礼
が
「
誰
の
目
が
な
く
て
も
」
お
こ
な
わ
れ

え
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
点
で
は
贈
答
儀
礼
も

ま
た
同
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考
察
が

呈
示
さ
れ
、
そ
の
演
劇
の
観
察
者
と
し
て
、
第
二

章
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
ひ
と
び
と
を
外
部
か
ら

律
し
て
い
た
「
例
」
な
ど
の
中
世
独
特
の
広
義
の

「
法
」
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
抽
象
的
な
「
法
」
が
、
目
に
見

え
な
い
非
人
格
的
な
「
監
視
者
」
と
し
て
ひ
と
び

と
を
律
す
る
こ
と
に
よ
り
、
贈
答
や
儀
礼
の
み
な

ら
ず
政
治
の
場
に
お
い
て
す
ら
、
あ
る
べ
き
ふ
る

ま
い
と
い
う
も
の
を
人
々
に
強
制
す
る
。
そ
れ
が

秩
序
を
秩
序
と
し
て
人
々
に
受
容
さ
せ
る
う
え
で
、

不
可
欠
の
要
因
だ
っ
た
、
と
著
者
は
考
え
、
そ
の

よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
て
い
た
早
世
社
会
を
、

「
成
熟
し
た
儀
礼
社
会
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
本
書
で
、
時
代
と
社
会
を
越
え
て
普
遍

的
に
存
在
す
る
「
贈
与
」
と
い
う
営
為
を
切
り
ロ

に
、
贈
答
儀
礼
を
含
ん
だ
儀
礼
が
ひ
と
び
と
の
心
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性
を
縛
る
、
そ
ん
な
「
成
熟
し
た
儀
礼
社
会
」
の

あ
り
よ
う
を
論
じ
て
、
中
世
の
日
本
社
会
と
日
本

人
の
特
質
を
見
事
に
解
き
明
か
し
て
み
せ
た
。
中

世
史
・
日
本
史
の
枠
を
こ
え
て
、
日
本
文
化
論
に

お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
一
傍
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
（
新
書
判
二
三
二
頁
二
〇
　
～
年
一
一
月

　
　
　
　
　
　
　
中
央
公
論
新
社
　
税
別
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
啓
介
　
京
都
大
学
非
常
勤
講
師
V

会
　
　
告

　
去
る
六
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史

学
研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て

左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
平
成
二
十
四
年
度
決
算
報
告

一
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
案

｝
、
役
員
の
交
替

1
、
退
任

　
　
常
務
理
事
　
小
山
　
哲
（
↓
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
高
嶋
航
（
↓
評
議
員
）

　
　
理
　
　
事
　
勝
山
清
次
、
泉
　
心
良

　
　
　
　
　
　
　
夫
馬
　
進
、
高
橋
誠
…

　
　
評
議
員
　
氣
賀
澤
保
温
、
井
上
裕
正

　
　
　
　
　
　
　
小
松
久
男
、
和
田
晴
吾

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
常
俊

　
　
編
集
委
員
　
佐
野
光
宜
、
井
上
　
治

　
　
庶
務
委
員
　
朝
倉
槙
人
、
杉
本
陽
奈
子

2
、

新
任

常
務
理
事
　
吉
川
真
司
（
↑
理
事
）

　
　
　
　
　
永
原
陽
子
（
↑
理
事
、

新

理
　
　
事

評
議
員

編
集
委
員

庶
務
委
員

　
　
　
　
　
任
）

小
山
　
哲
（
↑
常
務
理
事
）

吉
井
秀
夫
（
↑
評
議
員
）

永
原
陽
子
、
南
出
眞
助

高
嶋
航
（
↑
常
務
理
事
）

飯
塚
～
幸
、
森
田
憲
司

檀
上
　
寛
、
吉
澤
誠
一
郎

矢
野
健
一
、
青
山
宏
夫

南
雲
泰
輔
、
小
野
容
照

井
出
健
人
、
増
永
菜
生

受
　
贈
　
誌

oo
年年
四王
月月

五一
日日
vs

関
西
学
院
史
学
（
関
西
学
院
大
学
史
学
会
）
四
〇

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
（
東
洋
大
学
ア
ジ

　
ア
文
化
研
究
所
）
四
七

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
概
究
報
告
（
圏
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
七
八

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
～
七
八
別
冊

史
淵
（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
）
～

　
五
〇

関
学
西
洋
史
論
集
（
関
学
西
洋
史
研
究
会
）
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